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　昭和24年，京都犬學理學部地質學鏡物學数室に於ては，新興地學の普及と劉厨的貢献を目指し
て雑誌r地學」の褒行を計書し，本数窒員のみならず魔く一般の原稿を集め年4回の褒行を豫定し
た。英の後時を同じくして種々の官虜或は研究機關から此の種の印刷物が出版され，多くの地學
的業績が褒表されたが，英の反面本誌の特殊性或は出版目的というものが饒り意味を持た溶くな
り，一方では出版專情，纏費画英の他の理由で纏綾し得なくなった事は誠に遺憾である。然し乍ら
終戦後の混凱期に當初の目的であった地學の普及に翻して何等かの寄輿が出來たとすれば編集委
員のみならず當致窒員一同誠に欣快の至りである。本誌休刊牝際し。全国地學愛好者講氏の絶大
なる御支援を謝すると共に，既褒行1號から4號迄の豫定が極めて渥延した事を深くおわびする
玖第である。今後當教室の研究業績は「學術報告」を復刊し，此れに順次褒表する豫定である。
地　　　學 第　4　號
雑　　　　報
金浦族回文珠山礫岩暦の地史的．意義
高　橋　　英
　朝鮮の大同統（下部大同系）は既に小林教授（1）によっ
て指摘せら才した様に大別して卒南黄海地向斜内にあるも
の，深川地向斜内にあるもの及び京畿地塊にあるもの」
3様ある。（里）そのうち平南黄海及び沃川面地向斜内にあ
るものは大同統後の入費フェーズの連動κよって著しい
鍵動をうけ街上，鱗片構造を呈している。即ち平壌，粂
二浦，寧越，施善，丹陽，聞慶の諸地域の大同統はそれ
であ糺之緯では大同統飾の松森フェーズの運動よリ大
同統後の犬賓フェーズの運動に至るまでの細かい纏緯に
就いては跳に諸氏に依って明かにされたところである。
ところが大同系後の地厨としては熱河紘洛東統を失い
で直ちに大賞系叉は新羅統が乗っているのでこの大賓フ
ェーズの運動のくわしい下限が判らない。
　茨に京畿地塊に於けるものは地向斜の堆積岩厨上に乗
るものでたくて，総晶片岩叉は花陶片腕砦類上に防接不
整合に乗っているものであって，之に京畿遣金浦及忠清
南道藍浦の爾炭田洲ある。（。）
　金浦炭田の大同統は下部の爽炭通津厨と上部の文珠山
礫岩厨よりなる。渡濫貫博上によると（‘）通津暦の基底
部礫岩には砂岩・粘板岩を礫としてもっという。この砂
岩，粘板岩が何塵から運ばれたものであるかは今のとこ
ろ明かでないが一つの問題である。逓津厨の上に乗る文
珠山礫岩暦（’）（一）は，壊として中生厨よりと者へられる
砂岩及頁岩を持っている。この礫が下位をなす通津暦よ
リ來たと考へる以外に解き様がたい。勘ち本城では一方
でな通津暦よ』引きつづいて文塚山礫層が堆積すると共
に，他方では通津厨が創剥を受けて文珠山礫岩厨の材料
とたったと解すべきである。帥ちこ」に堆積睡の1部が
借蜘厘に韓ずる如き大規模た傾動的た追陸運動が桁ぎた
と考えら才しる。
　年南黄海及ぴ沃川面地向斜内の大同統は江原道の盤松
暦のうち旋善郡の1部を除いてはその上部に礫岩厨を爽
むことはたい。勘ち激しい愛動である大賓フェ1ズの運
動は既に中村政授によって述べら九た如く，複雑な街上
“　山口大學文理學部地學数室
大　　郎半
構成を作るものではあったが山脈を作るが如き型式（造
山）のものではたかったらしい。（。）黙るに金満炭団に
於ける大同統末期の運動は之と反射に複雑な構造を作・る
が如きものでなくて・その代りに傾動的造陸運動であっ
たと表へよう。この運動がすでκ文珠山礫岩暦の堆積中
よリ抽きたものであることは前述の通切である。
　同じ京畿地塊中の藍浦炭田（7）で見ると，その大同統
の上部を次す坪里蟹岩厨及ぴ玉馬山厨に多量の珪岩礫を
もってい孔勘ちこ」でも大同統の．卜部になって傾動的
造陸運動があ切その爲めに何虚からかの古生厨の珪岩が
運ばれて來たと云いうる。たじその運動が金満炭団の場
合ほど甚しくたかったと云うべきである。
　帥も朝鮮の大同統中，京畿地塊におけるものは既にぞ
　の末期よ切新しい傾動的造陸運動が開始き才したと児る
　べきで・之は平南黄海及沃川繭地向斜とは錐腿様子を
　異にしていると考えら才し糺勘ち爾地向斜の大賓フェ
　｝ズの運動とは別の運動として識別し，之を文珠山フ
　ェズの運動と穂し度い。
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　小林貞一，下部大同暦基底の不整合の意義（地質
學雑誌．37巻，雌7號．昭利5年）
　この他大同統として年安北道涛城銀，雲松里，威
鏡南道仁興里，上島里・威鏡北道清津があるが銭に
は取扱はない。
　京畿地塊にはこの他京畿遺披州，忠清南遣唐津に
小屋域大同統あるも局部的であるので省く。
　T・W乱tanabe：（｝eo1ogy　ot　thθ　Tonj1n
Di昌trict，Kyonggui－t（〕・Korea・）東大卒論・大正
12年）
　高橋英才郎：京浅遺金浦郡月串面南陽里石炭調
査幸摂3と　（朝座章鍍皇惹　　　6巻　　工易庭，　月胃手πユ4句…）
　中村新大郎：朝鮮地質構造論序説（地球　8巻
5號，昭和2年）
　島村新兵衛：　5高分1青陽・大川里・扶錐及豊
浦地質圃幅（昭利6年）
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初田助改投
☆1温見．鉱泉，未然ガスのラドン定量に
☆鎖床探査や潜在断盾の位置決定に
☆鉱物，土壌の放射能測定に
　　　すぐれた性能
　　　幅大の信頼性
を有する木器を是非御試用下さい。
　在來の泉勃計の挟顯を除き，保湿乾燥装置・起電装
置自業．燃容易，自然放電率微小，冒携何分解容易，
一重管脹榊により短時間に反覆測定可能1等の特徴を
有して層O，特にUS　Standard　Bureauのラジウ
ム標準液によって一奏毎に検定してあります。
詳細は御照会を乞う
　カタ■グ選昌
島津製作所裏芸慧鴨膿篁億獺
